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京都府宇治市天ヶ瀬地域のデュープレックス構造の観察 

－モンゴル国の海洋プレート層序復元にむけて－  

 

佐藤  友彦・青木  一勝  

岡 山 理 科 大 学  教 育 推 進 機 構  基 盤 教 育 セ ン タ ー  

 

 沈 み 込 み 帯 前 弧 域 で は、 付 加 を 特 徴 づ け る デュ ー プ レ ッ ク ス 構 造 が発 達 す る た め 、 そ の

痕跡 を 露 頭 ス ケ ー ル で 観察 す る こ と に よ り 、 当時 の 海 洋 プ レ ー ト の 沈み 込 み 方 向 や 層 序 な

ど、 付 加 体 形 成 プ ロ セ スの 理 解 が 可 能 と な る 。し か し 、 そ う い っ た 痕跡 は 後 の 造 構 運 動 に

より 改 変 さ れ る こ と が 多く 、 基 盤 の 多 く が 付 加体 で あ る 日 本 で さ え 、デ ュ ー プ レ ッ ク ス 構

造を 明 瞭 に 観 察 で き る 露頭 の 報 告 は 多 く な い 。  

京 都 府 宇 治 市 東 部 の 天 ヶ 瀬 地 域 に は 、 ジ ュ ラ 紀 付 加 体 （ 丹 波 帯 ） の 構 成 要 素 で あ る

「天 ヶ 瀬 砂 岩 層 」 と 呼 ばれ る 砂 岩 ・ 泥 岩 主 体 のユ ニ ッ ト が 分 布 し 、 数十 メ ー ト ル 規 模 の デ

ュ ー プ レ ッ ク ス 構 造 が 報 告 さ れ て い る （ 楠 ,  2 0 2 0 ）。 今 後 行 う モ ン ゴ ル 国 で の 海 洋 プ レ ー

ト層 序 や 付 加 体 構 造 の 復元 を 見 据 え 、 デ ュ ー プレ ッ ク ス 構 造 に 対 す る見 識 お よ び 付 加 体 形

成プ ロ セ ス の 理 解 を 深 める た め 、 同 地 域 の 露 頭観 察 を 行 っ た 。 ま た 、同 露 頭 を 付 加 体 の 三

次 元 構 造 の 理 解 を 必 要 と す る 地 質 調 査 や 巡 検 の 補 助 資 料 ・ 教 材 と し て 活 用 す る た め 、

L i D A R カ メラ を用 い た 3 D スキ ャン を行 い 、約 1 5  m × 3 0  m の範 囲の 露 頭 の 3 D モデ ル

を作 成 し た （ 図 １ ）。  

 

 

図１ .  天ヶ 瀬地 域の 付加 体露 頭 の 3 D スキ ャン モデ ル 。  

5 本の I S T と 2 本の O S T 、お よび それ らを 切 る 3 本の 断 層 を 確 認 で きる 。  
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 露 頭 の 観 察 に よ り 、 デュ ー プ レ ッ ク ス 構 造 認定 の 際 に 重 要 な ラ ン プに 挟 ま れ る 複 数 の ホ

ー ス が 確 認 さ れ 、 当 時 の デ コ ル マ で あ る イ ン シ ー ケ ン ス 衝 上 断 層 （ I S T ： ル ー フ ／ フ ロ ア

衝 上 断 層 ） が 5 つ （ I S T 1 ~ I S T 5 ） 記 載 で き た 。 ま た 、 I S T を 切 る 順 序 外 衝 上 断 層

（ O S T 1 ,  O S T 2 ） や 、 そ れ ら を さ ら に 切 る 断 層 （ F a ,  F b ,  F c ） も 記 載 で き た 。 そ の 他 に 、

ホー ス 内 部 を 示 す 鞘 状 褶曲 も 確 認 で き 、 デ ュ ープ レ ッ ク ス 構 造 の 外 形が 推 定 可 能 で あ っ た 。

これ ら 一 連 の 構 造 は 、 デコ ル マ の 構 造 的 下 位 への ジ ャ ン プ と 、 底 付 け付 加 の 繰 り 返 し で 説

明 で き 、 ホ ー ス や I S T の 形 成 順 序 か ら 当 時 の プ レ ー ト の 沈 み 込 み 方 向 は 、 概 ね 南 か ら 北

向き で あ る こ と が 復 元 でき た 。  

 露 頭 の 3 D ス キャ ン モ デル は、 シー ムレ ス な 拡大 ・縮 小お よび 多 様 な角 度か らの 観察 を

可能 に し 、 各 断 層 の 連 続性 や そ の 三 次 元 的 な 関係 を 議 論 す る 上 で 、 非常 に 有 効 で あ っ た 。

一方 で 、 本 露 頭 は 天 ヶ 瀬ダ ム の 再 開 発 工 事 終 了に 伴 い 水 没 す る 可 能 性が あ る 。 そ う い っ た

意味 で 、 今 回 の 3 D デ ータは 模式 的な デュ ー プレッ クス 構 造 が観 察 可能な 露頭 の記 録と し

て重 要 に な る だ ろ う 。  

 今 後 の 展 望 と し て 、 今回 用 い た 付 加 体 の 構 造観 察 手 法 を 、 モ ン ゴ ル国 、 ウ ラ ン バ ー ト ル

近郊 の セ ル ゲ レ ン 地 域 に分 布 す る 中 央 ア ジ ア 造山 帯 デ ボ ン 紀 〜 石 炭 紀付 加 体 露 頭 に 適 用 し 、

その 形 成 過 程 の 理 解 を 目指 す 。 同 地 域 で は 、 露頭 記 載 や 砕 屑 性 ジ ル コン 年 代 な ど い く つ か

の 予 察 的 な デ ー タ が 報 告 さ れ て い る （ S a v i n s k i y  e t  a l . ,  2 0 2 2 ） が 、 十 分 と は 言 い 難 い 。

現地 調 査 に よ る 変 形 構 造解 析 や 、 砕 屑 性 ジ ル コン の 年 代 頻 度 分 布 か ら、 当 時 の 古 ア ジ ア 海

北縁 で 発 達 形 成 し た 中 央ア ジ ア 造 山 帯 に お け る付 加 ・ 侵 食 シ ス テ ム の解 読 を 試 み る 。  
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